
「
岡
目
一
目
」

　「
私
は
ア
ン
タ
が
誰
か
知
っ

と
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
振
り
返

っ
た
ら
、
ハ
イ
カ
ラ
な
パ
ラ
ソ

ル
を
持
っ
た
知
ら
な
い
女
の
人

が
立
っ
て
い
た
。
夏
休
み
の
宿

題
で
、
神
明
町
で
写
生
を
し
て

い
た
時
、
私
は
小
学
一
年
か
二

年
だ
っ
た
。

　
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
い
る
丸
刈

り
の
坊
主
を
見
て
、
笑
い
乍
ら

パ
ラ
ソ
ル
の
人
は
森
下
町
の
方

に
去
っ
て
行
っ
た
。
戦
後
の
貧

し
さ
の
中
で
、
人
は
生
き
る
の

に
せ
い
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
そ

ん
な
中
で
白
昼
夢
の
よ
う
に
こ

の
シ
ー
ン
は
私
の
記
憶
に
残
っ

て
い
る
。パ
ラ
ソ
ル
ど
こ
ろ
か
、

女
の
人
に
は
ま
だ
モ
ン
ペ
姿
も

あ
り
、
サ
ザ
エ
さ
ん
ち
の
お
母

さ
ん
み
た
い
な
髪
型
の
人
も
多

か
っ
た
。

　
大
正
ロ
マ
ン
と
い
う
の
が
あ

る
。
自
由
で
の
び
の
び
と
、
特

に
女
の
人
が
明
る
く
解
放
さ
れ

て
、
家
の
外
に
出
て
行
っ
た
。

昭
和
十
三
年
に
高
山
高
女
本
科

を
卒
業
し
た
八
十
二
人
は
、
当

然
大
正
生
ま
れ
。

　
八
十
二
人
の
一
人
で
最
後
ま

で
お
元
気
だ
っ
た
、
パ
ラ
ソ
ル

の
人
、
上
木
礼
子
さ
ん
が
今
年

亡
く
な
っ
た
。享
年
九
十
四
歳
。

高
山
の
古
き
良
き
時
代
が
ま
た

一
つ
消
え
た
。

　
市
民
時
報
が
届
く
と
、
最
初

に
「
お
く
や
み
」
欄
を
読
む
人

が
多
い
。

　
　
　
　
　〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　
高
山
市
の
文
化
振
興
を
図
る
た

め
、
八
月
二
十
八
日
に
市
役
所
に

お
い
て
文
化
協
会
主
催
の
「
市
長

と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
か
ら
は
國
島
市
長
を
は
じ
め
、

中
村
教
育
長
、
幹
部
職
員
四
名
、

文
化
協
会
か
ら
は
小
林
会
長
を
は

じ
め
役
員
九
名
が
出
席
し
、
活
発

に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
題
は
、「
新
文
化
会
館

建
設
基
金
条
例
制
定
」に
つ
い
て
、

市
長
の
重
要
政
策
の
一
つ
「
文
化

振
興
」に
つ
い
て
の
二
点
で
し
た
。

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊

一
、「
新
文
化
会
館
建
設
基
金
条

例
制
定
」
に
つ
い
て

（
協
会
）
文
化
会
館
は
建
設
後

三
十
三
年
が
経
過
し
、
ニ
ー
ズ
の

変
化
、
設
備
の
老
朽
化
が
顕
著
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
昨
年
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
七
割
以
上
が

新
文
化
会
館
の
建
設
を
望
ん
で
い

る
。
早
期
に
『（
仮
称
） 

新
高
山

市
民
文
化
会
館
建
設
基
金
条
例
』

を
制
定
し
、
寄
付
を
受
け
入
れ
る

環
境
作
り
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
市
）
本
年
度
中
に
は
条
例
を
制

定
し
、
市
民
か
ら
も
寄
付
を
募
り

た
い
。
建
設
時
期
は
明
確
に
で
き

な
い
が
、
基
金
は
早
め
に
作
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
市
外
の
人
か

ら
も
寄
付
し
て
も
ら
え
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

（
協
会
）
合
同
庁
舎
が
駅
西
に
建

設
さ
れ
る
と
聞
い
た
が
、
文
化
会

館
も
含
め
て
駅
西
周
辺
を
総
合
的

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
市
）
建
設
の
場
所
も
含
め
て
、

総
合
的
に
市
民
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。
建
設

に
際
し
て
は
文
化
協
会
に
も
協
力

い
た
だ
き
た
い
。

二
、市
長
の
重
要
政
策
の
一
つ「
文

化
振
興
」
に
つ
い
て

（
協
会
）
第
八
次
総
合
計
画
の
中

で
の
「
文
化
振
興
」
に
つ
い
て
、

市
長
が
考
え
ら
れ
る
具
体
的
施
策

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た

い
。

（
市
） 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
達
が

地
域
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
、
高

山
の
本
物
の
文
化
に
触
れ
さ
せ
、

本
物
志
向
を
持
て
る
よ
う
育
て
て

い
き
た
い
。

（
協
会
）
市
内
の
史
跡
を
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
事
業
「
市
民
歴

史
散
歩
」
を
長
年
継
続
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
よ
り
訪
ね
る
史
跡
を

支
所
地
域
に
広
げ
、
文
化
・
歴
史

を
さ
ら
に
探
訪
し
て
い
き
た
い
と

　
第
三
十
九
回
飛
騨
文
芸
祭
作
品

集
『
飛
騨
文
藝
』
を
、
文
化
会
館

及
び
煥
章
館
に
て
無
料
配
布
中
で

す
。
な
お
、
配
布
は
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

市
長
と
語
る
会
開
催
報
告

「
飛
驒
文
藝
」

希
望
者
に
無
料
配
布

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ぜ
ひ

文
化
財
課
の
学
芸
員
の
方
に
現
地

で
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
市
） 

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。

市
民
の
中
に
も
歴
史
や
考
古
学
な

ど
の
研
究
を
熱
心
に
し
て
い
る
方

が
み
え
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
に

も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
協
会
） 

昨
年
度
よ
り
ま
ち
の
博

物
館
所
蔵
品
を
お
借
り
し
て
、
文

化
会
館
内
で
展
示
会
を
実
施
し
て

い
る
。
本
年
度
は
二
月
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
も
長
く
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
文
化
財
課
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

（
市
） 

文
化
財
は
、
保
存
も
大
切

で
あ
る
が
活
用
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
協

力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
そ
の
他
、
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業

の
学
校
へ
の
案
内
、
文
化
会
館
の

料
金
改
定
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽
院
創
立
三
十

周
年
記
念
公
演
　
ヘ
ン
デ
ル
「
メ

サ
イ
ア
」
全
曲

◇
日
時　

十
二
月
六
日
（
日
）　

　

午
後
二
時
〜

◇
会
場　

高
山
短
期
大
学
文
化
記

　

念
講
堂

◇
料
金　

千
五
百
円

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

Vol. 

25

◇
日
時　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

午
後
二
時
〜

◇
会
場　

文
化
会
館
・
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料
（
飲
物
・
菓
子
付
）

岩
畠
玲
子
和
装
学
院
「
成
人
式
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
着
付
け
」
募
集
中
!!

　

希
望
者
の
個
性
に
合
わ
せ
た
着

付
け
や
帯
結
び
を
行
い
ま
す
。
男

性
の
着
付
け
も
可
。

◇
日
時
　
一
月
十
日
（
日
）　

午

　

前
九
時
〜

◇
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
昭
和
町
）

◇
申
込
　
℡
三
二
‐
二
九
四
八
ま
で

◇
料
金
不
要
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

　

金
有
）

◇
定
員
　
三
十
名
（
先
着
）

芭
蕉
忌
句
会 

●
入
賞
句
発
表
●

道
伝
え
の
日

◎
一
般
の
部
（
順
不
同
）

兼
題
句
「
時
雨
」　

　
俳
誌『
飛
騨
』代
表 

小
鳥
幸
男
選

【
特
選
】

目
覚
む
れ
ば
夫
癒
え
て
あ
れ

小
夜
時
雨　
　
　

 

伊
藤　

浩
子

秋
時
雨
昨
日
生
ま
れ
し
子
牛

の
目　
　
　
　
　

  

渡
瀬　

教
子

お
忍
び
の
客
送
り
け
り
初
し

ぐ
れ　
　
　
　
　

  

三
島　

芙
蓉

　
互
選

【
一
席
】

花
嫁
に
大
き
く
ひ
ら
く
時
雨

傘　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
善
一
郎

【
二
席
】

秋
時
雨
昨
日
生
ま
れ
し
子
牛

の
目　
　
　
　
　
　
渡
瀬　

教
子

【
三
席
】

片
時
雨
野
良
着
一
撫
で
し
て

去
り
ぬ　
　
　
　

  

北
川
登
志
子

当
季
雑
詠
句
（
秋
・
冬
）

　
俳
誌『
飛
騨
』代
表 

小
鳥
幸
男
選

【
特
選
】

人
亡
く
て
む
ら
さ
き
淡
き
菊

な
ま
す　
　
　
　
　
伊
藤　

浩
子

耳
切
っ
て
匂
ひ
だ
す
和
紙
冬

の
雷　
　
　
　
　
　
鈴
木
善
一
郎

墨
書
土
器
出
土
の
丘
や
鳥
渡

る　
　
　
　
　
　
　
小
県　

孝
子

　
互
選

【
一
席
】

目
で
追
へ
ば
風
と
な
り
ゆ
く

秋
の
蝶　
　
　
　
　
田
村　

喜
栄

【
二
席
】

乗
鞍
岳
天
に
あ
り
け
り
稲
架

日
和　
　
　
　
　
　
桐
山　

久
枝

【
三
席
】

夕
暮
れ
が
追
ひ
か
け
て
く
る

秋
じ
ま
ひ　
　
　
　
奥
田
貴
美
子

◎
高
校
生
の
部
（
順
不
同
）

　
俳
誌『
飛
騨
』代
表 

小
鳥
幸
男
選

　
飛
騨
神
岡
高
等
学
校

【
入
賞
】

草
紅
葉
山
か
ら
の
風
う
ず
を

巻
く　
　
　
一
年　

釜
坂　

実
優

校
庭
の
日
蔭
に
一
人
秋
明
菊

　
　
　
　
　

一
年　

茂
利　

亜
未

方
言
の
抜
け
な
い
教
師
秋
う

ら
ら　
　
　
三
年　

𠩤
田　

兼
肖

　
高
山
西
高
等
学
校

【
入
賞
】

赤
と
ん
ぼ
ビ
ー
玉
の
目
で
す

ま
し
顔　
　

一
年　

新
家　

千
晶

雪
の
中
無
音
の
様
に
孤
独
感

　
　
　
　
　

二
年　

滝
村　
　

涼

虫
の
音
に
耳
を
澄
ま
し
て
名

を
あ
て
る　
三
年　

山
田　

彩
花

　

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
に
、

高
山
市
文
化
伝
承
館
（
城
山
）
で

道
伝
え
の
日
事
業「
芭
蕉
忌
句
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の

入
賞
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


